社会福祉法人あかしあ労働福祉センター

２０１７年度事業報告書
1． 基調報告
１９８８年に無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」を開設してから３０年目を迎えた２０１７年度、後援会員をはじめ多くの市民のみなさんのご支援をいただき、障害のある仲間を中心に、職員と法人役職員の奮闘で、「あかしあ」は歴史的な軌跡を残すことができた一年でした。
（１）「きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道」の成功に貢献
２１年ぶりに北海道（札幌）で開催されたきょうされんの全国大会。全国から２０００名を超える参加者を迎え、２０１７年９月１５・１６日の両日、札幌コンベンションセンターを中心に、きょうされんの結成４０周年を記念すべく、感動的な大会として成功させることができました。
法人の利用者と職員の代表は、実行委員会の各部署で重要な役割を担うとともに、大会当日は利用者の家族やボランティアを含め、２日間にわたり総勢１７０名が参加し、開会全体会のステージ企画などでの出演をはじめ、全国からの参加者とともに分科会に参加し多くを学び交流しました。１７０名という参加者数は、大会参加者の約８．５%で、一法人としては最大の割合を占めます。
なお、大会の様子は法人ホームページで公開するとともに、法人内各事業所をギャラリーとして写真を掲示し、想い出を共有しています。
（２）せるぷコーポあかしあⅡの開設
障害の重い仲間たちの自立と親亡き後の生活の場の保障が喫緊に求められているなかで、旭川市の第４期障害福祉計画と法人の第３次将来構想に則り、２０１７年４月にグループホーム（共同生活援助事業）「せるぷコーポあかしあⅡ」（定員６名・短期入居２名）が開設しました。
工事は前年度（２０１６年度）の８月に施設整備に係る国庫補助が内示され、条件付き一般競争入札により、２０１６年１０月より着工、予定通り２０１７年３月に竣工しました。

開設から１年のなかで、障害の重い入居希望者と家族の願いに応えられるよう、少しずつ入居者と短期入居者を慎重に受け入れ、当初の目的に向かって実践と検討が積み重ねられています。しかし、夜勤や緊急医療体制の確立など課題は多く、こうした全国的な課題に対し、厚生労働省が２０１８年度より新設した制度が「重度障害者対応型共同生活援助事業」でした。但し、この制度には問題点が多く、今後の活用如何については引き続き検討し、さらに必要とされる次の重度障害者対応型グループホーム「せるぷコーポあかしあⅢ」の実現に向けて、可能性を探る必要があります。
（３）３０周年記念事業
1 ３０周年記念誌『北の大地の仲間たち―anniversary edition-』の刊行

昨年９月１５日、３０周年記念誌『北の大地の仲間たち―anniversary edition-』を萌文社より発売しました。記念誌はこれで５冊目ですが、今回は３０年をコンパクトにまとめ、出版社より発売したことで、旭川市内の書店はもちろん、ネット通販のルートでも取扱われ、全国各地から購入され、反響がよせられています。
2 ３０周年記念祝賀会の開催に向けて

２０１８年４月７日にベルクラシック旭川で予定されている初の祝賀会に向けて、主任職員を中心とした実行委員会により準備がすすめられました。当日は、内外の約１３０名の参加者を迎え、きょうされんの藤井専務と法人の青木顧問による対談や、３０年を振り返る動画上映など、「とても心温まる祝賀会だった」などの感想が寄せられ、参加者みんなの胸に残る３０周年らしい祝賀会とすることができました。

3 ３０周年記念・第１３回あかしあまつりの開催に向けて
２０１８年７月に予定されている「第１３回あかしあまつり」に向けて、実行委員会が始動し、２０１８年７月６日（金）・７日（土）の両日に１条通７丁目のＡｓｈアトリウム会場にて、３０周年を記念するパネル展、そして翌週の７月１４日（土）に末広の法人本部で本まつりを開催する企画を予定し、準備が進められています。
2． 各施設運営の報告
（1）あかしあ労働福祉センター第１・第２・第３作業所

①個別事項
ア．あかしあ労働福祉センター第１作業所

・作業部門

＜生産面＞

・木工

　当年度は以前取引のあった地場産センターより動物園内の売店でのグッズ販売のお話しを頂き、旭山動物園内の正門前売店「cocoro」での販売をすることができ、結果としては売上の増加につなげることができました。

ユニオンカレンダーも前年度と同じデザインで同数の売上を確保することができました。

　季節商品のお雛様やクリスマスツリーについては、前年度の在庫を販売し、干支の組み木は新たなシリーズとして干支のフォトフレームの制作販売をしています。

また前年度に続き取引のある見城氏（旧ミカヅキ・現在はペレグリンファニチャー）からは鍋敷きのほかに組み立て式のテーブルや肘掛、コースターなどの注文があり納品しているほか、手彫りのスプーンやお皿を一緒に販売をしてもらうことができました。また新製品や材質違いのものについてもその都度相談に応じ、製造しています。

また市内のハンドメイド作家数名からも受注販売というかたちで注文をもらうことができました。

当年度は雪道で製品納品の際に転倒事故が起こってしまいました。

道の状態や本人の身体状況等も配慮しながら、安全に納品作業ができるよう今後は気を引き締め安全に留意したいと思います。

・石鹸

　油の回収場所が変わったため、米油ではなくキャノーラ油の廃油での製造に戻りましたが、引き続き安定して製造できるようになっています。

・その他の作業

ウエスは納品先での使用量が減ったことで注文数が半分ほどになってしまいましたが、毎月注文をもらうことができています。

＜作業以外＞

・レクリエーション

　花見では当麻の「かたるべプラス」の見学など研修もかねて行い、その後イオンで昼食と買い物も楽しむことができました。

　7月に東神楽森林公園で焼肉を行いました。

　9月のきょうされん全国大会には、入院をした1名以外、職員も利用者もみんなで参加することができました。全国大会前から取り組まれていた歌の練習にはみんな積極的に参加し、当日の舞台でも「成功させよう」という意識をもって課としても全体で取り組むことができたと感じています。また直前まで「販売しかしません」といっていた利用者が、実際に行っているドラムサークルを見てやってみたいと自ら参加するなど、新しい楽しみを見つけるために実際に見ることや参加してみることの大事さに気付くことのできた大会だったと感じています。

12月の忘年会では前年度に引続き、旭川グランドホテルで会食を行いました。

家族会から頂いたレク費を忘年会のビンゴゲームの景品代にあて、全員で楽しむことができました。

・その他

毎日の朝会では仲間が交代で司会や日誌の書き込みをし、仲間が主体となって日程の確認や作業の分担等行ってきました。

当年度も定期的に面談を行い、支援計画を軸とした支援を行っています。

・介護支援部門
　　

４月に養護学校高等部を卒業して以来、６年間通われていた利用者が逝去され悲しい幕開けになりました。

９月には、きょうされん全国大会に医療的ケアを必要とする４名を含む６名の利用者と職員全員で参加できたことは、とても大切な経験になりました。大会オープニングでの合唱の練習で利用者たち自身も参加を楽しみにして、また初めての一泊旅行ということで、情報収集や医療的ケアの確認、お泊り体験など準備をおこないました。

せるぷコーポⅡの開所に伴い、１名が４月から入居しました。その後はショートステイを利用する利用者が増えていき、今では１０名の利用者が利用するようになり、一人ひとりについてホーム利用にあたって引き継ぎや、支援応援などの協力を続けてきました。最初は、慣れないショートステイで緊張し、十分な睡眠がとれずに調子を崩すこともありましたが、慣れた日中活動でケアしていくことで、月１～２回、定期的に利用できるようになりました。

支援内容は、作業・訓練・活動の３つを基本に、人間関係や日常生活をより豊かに送れるように、一人ひとりの障害の状態や発達段階を把握し、持っている能力を最大限に活かす支援を行ってきました。そのなかで、利用者同士での他人真似や、そっと手を差し出すなど利用者間のコミュニケーションが広がってきています。また、表情の乏しかったなかまが喜怒哀楽を力いっぱい表出させるなどの活き活きとした生活のようすがいたるところで見受けられました。また、日々の介助時の働きかけの積み重ねで、排泄時に的確な意思表示ができるようになってきた人や、食後の口腔ケアを念入りにおこなうことで歯周病が改善された人など、細かなところの支援で嬉しい成果が現れてきました。

毎週の職員会議では、個別ケースの細かな変化をも見落とさないように報告し合い、職員全体で共有し統一した支援ができるようにしてきました。

　

【作業面】

働くことをとおして人間的発達を保障することを目的に、他の課のたくさんの利用者や職員と関わりを深めながら、毎日作業に励んできました。

訓練要素をとりいれ、作業室とデイセンターの部屋の間を、できるだけ歩行器歩行や車椅子の自走で移動するようにしました。また、シーズン限定で車椅子自走でのライナー配布にチャレンジした利用者は、どんどん意欲が向上して５カ月間楽しみながらやり遂げ、２課の作業に貢献しました。次年度も継続してとりくんで行きます。ベーカリーの準備では、手順をしっかりと覚えて、自らで進めていけるようになった人もいます。

作業に集中できるよう覚醒を促すために、プロンボードに立つなどの準備をしたり、訓練中のなかまが立ち寄って励ましてくれたり、モチベーションをあげるような工夫をしました。良いところを見せようと張り切って作業に励む姿が見られるようになりました。

【医療面】

医療的ケアでは、引き続き喀痰吸引・吸入・胃ろうによる経管栄養・導尿排泄支援をおこなってきました。

健康面では、異常の早期発見と対応、安全・安楽な姿勢、呼吸確保に努めてきました。

また、せるぷコーポⅡの開設以降、ショートステイする利用者には、大腸刺激性下剤の処置と体調の様子を情報交換してきました。今後も医療的ケアを必要とする利用者が増える中では、せるぷコーポⅡでも介護部門でも健康状態の安定と笑顔で楽しく生活が送れるように支援していきたいと思います。

　きょうされん全国大会には、医療的ケアを必要とする利用者４名が参加し、体調の変化などの心配もありましたが、同じ時間を一緒に過ごすことで職員と利用者との仲間意識も高まり、普段の生活では見ることのできない真剣な眼差しを見たり、体験した充実感や集団で動くことの大切さを再確認できたと思います。家族も心配だったと思いますが、利用者にとって楽しい出来事や記憶に残る経験をたくさん持てるよう、大会に参加させてくださったことに感謝しています。

　これからも一人ひとりの健康状態を見逃さず、豊かな生活が送れるように職員と連携し支援を続けたいと思います。

【活動面】

　当年度の活動も、生活年齢と発達年齢に視点を置き、一人ひとりの発達を促すことを目的として、可能な限り個々のニーズに寄り添いながら、多種多様な活動内容を立案・計画・実行してきました。　

年中行事に合わせた活動を展開しながら、当年度は例年以上に運動活動を多くとりいれ、PTとも連携して活発な生活を送れるよう工夫しました。その成果の一つとして、スポーツ交流会に自力動作能力を活かして出場し、歓声を浴びて達成感にも繋がりました。また、DACと合同企画で初の試みとなる体育館レクを２回実施して、利用者に合わせて競技内容に工夫を凝らし、楽しみながら体を動かすことができました。活動と訓練を連関させることで、PTと支援員の間で実践の共有を図ることができました。DACとはハロウィン企画でも交流を意識し、仮装していろいろなペアで記念撮影をしたり、DACの一室をお化け屋敷にリメイクして宝探しゲームを行い、普段見られない反応を引き出すこともできました。

畑作りでは、１課から提供してもらったマイエンザ(微生物活性酵素)で作ったボカシ肥料の効果が一年を越しに現れ、野菜も花も過去一番の豊作となり、大収穫祭で味わうことができました。６月に予定していたサイパル周辺レクは、動物園レクが7月に延期となったため重複を避けて中止とし、紅葉狩りレクは天候に恵まれませんでした。外部講師を招いてのピアノ演奏会は都合がつかず中止となりましたが、職員の楽器演奏で音楽活動を多くとりいれ、夏祭りとクリスマス会では、他課の利用者と交流しながら楽しむことができました。法人全体行事である新年会の出し物には、一丸となって準備を進め、踊りやコントを披露し会場を盛り上げました。一方で、冬期のリラクゼーション(足湯)を２月にしか実施できなかったことは課題として挙げられます。次年度の活動も、生活にメリハリを持って楽しみながら成長を見つけられる活動展開に努めていきます。

　以下は、主に実施した年間行事です。

４月　　顔写真の刷新開始、散歩開始、畑作り開始、せるぷコーポⅡ見学

５月　　お花見散歩、体育館レク、アルバム制作、ソフトボール練習開始　

６月　　夏の窓飾り制作、ソフトボール大会、プール活動開始

７月　　旭山動物園レク、ソフトボールあかしあ杯、かき氷を食べる会、七夕飾り制作、夏祭り準備

８月　　夏祭り、夏の大掃除、きょうされん関連絵画制作

９月　　納涼スイカ割り、大収穫祭、スポーツ交流会、畑の片付け、きょうされん全国大会歌練習

１０月　　美術館見学レク、ハロウィン制作・仮装ゲーム

１１月　　体育館レク、イオン食事レク、冬の窓飾り制作、ビューティー教室、お茶会

１２月　　新年会出し物準備開始、クリスマス会・演奏会、年末大掃除

１月　　新年会、カレンダー仕分け

２月　　節分豆まき、ひな飾り制作、バレンタイン調理活動、お茶会、リラクゼーション(足湯)

３月　　ホワイトデー調理活動、風力＆マグネットカー制作、陶芸レク
【訓練面】

訓練では、日々の生活に可能な限り活動性を組み込み、毎日が生き生きとしたものになるよう、毎日全員の利用者と関わりを持つよう努めてきました。その日その時の体調や疲労度、環境や場面に合わせて床・椅子・歩行などスタイルを変えて参加を促し、コンディション作りと安全・安定した状態の保持にも努めました。しかし、発達段階的にも注目を集めたい、困らせたいなどの感情から指示に対して行動を引き出すのが容易ではないことも多く、職員・利用者同士の集団の力を活用し目的を持った行動や意欲的になれる環境作りが求められました。そのため、運動活動や体育館レクリエ―ションを設け、利用者同士の交流、作業への移動、休憩時間やお手伝いなどの中にも活動性を積極的に取り入れてきました。訓練時間内での自走訓練、立位・歩行訓練は作業をしている仲間の見学・応援を主に活用し、同時にPTとして作業状況も把握してきました。

結果、日々の生活に必要な行動として習慣化となり１日を通して活動量が確保しやすくなりました。楽しみと目的のある行動を持つことで、自然と意欲的になり自発性と反応が増えました。車椅子自走が継続しやすくなり自立度が上がった利用者や、わずかな介助で独歩や歩行器歩行が可能になった利用者もいます。また、朝礼に最後まで立位姿勢を維持して参加し、挨拶の反応が良くなった利用者や、トイレでの着替え時に協力動作が増えた利用者もいました。中でも、今年度は宿泊を伴う全国大会があり、PTとして適切な介助・対応に努め、無事に利用者と入浴、宿泊できたことは忘れられない経験となりました。一方で、せるぷコーポⅡでの宿泊に関しては、初めての環境に慣れるまで時間を要し、依存傾向、発作、身体の硬さや変形など、心身への影響が大きく、コンディション作り・回復に苦慮してきました。

今後の課題として、更なる支援技術習得もありますが、利用者は対応する職員や場面によって、態度や積極性に差を生じさせるため、どんな状況下でも最大能力を生かせるような横の発達を促す支援をして行きたいと思います。年齢的にも体力、呼吸や嚥下を含めた機能維持や体重管理なども簡単でなくなることが予想され、機能を維持すべく生活全体に活動性を組み込む更なる支援、同時に体調に合わせた支援がより求められてきます。

イ．あかしあ労働福祉センター第２作業所

当年度も大きな事故もなく、無事に過ごすことができました。あまり作業を集中して行うことが出来なかった仲間も他の仲間と同じ作業を一緒に行うことで、落ち着いて取り組める時間が増え少しずつですが上達してきた１年でした。

＜作業について＞

　一年を通して行っているウエス切りの作業も全員が行える作業のため、仲間が出来る箇所に入り全員で進めており、少しずつですがスピードも上がり、収入も増えてきています。

　自主製品の旭山動物園クラブに納品している革のリップケースも好評で、受注を頂いております。

　週２日のライナーネットワーク（無料情報誌）の配布については、配布料だけでなく、肥満防止や健康維持のために行っていることもあり、集団の中に入って作業することが苦手な仲間もこの日だけは出勤して配布を行っております。

　月曜日と水曜日の週２回のベーカリーショップの店番については、担当の仲間たちみんなが責任感を持って進めており、挨拶からレジの使い方等も慣れ売り上げをのばすことができました。

　

＜レクについて＞

　受注・納品状況に合わせて、企画して行っております。今後も仲間の意見を聞きながら企画していきます。

＜利用者の支援について＞

必要に応じて家族や医療機関・専門機関・他の部署との連携、連絡を取り進めることができました。今後も多方面との協力により、利用者の発達と成長・安心した生活のために、定期的にモニタリングを行い、支援計画を軸とした支援を行っていきます。

　最後にこの一年もより良い環境作りに努め、「安全の心がけ」の推進と意識の向上により進めてきました。今後も「安全の心がけ」を進め安全管理を徹底していきたいと思います。

ウ.あかしあ労働福祉センター第３作業所
　　第３作業所は、2017年度も多機能型事業所（生活介護・就労継続支援B型）として全体でおいしいパンの製造を中心に作業保障と発達的保障に励んできました。

　　2017年度も材料費が変動する中、消耗品の節約なども含めて収支の安定化に努め、新作パンの開発に取り組みました。特に単価の高い調理・総菜パンの内容を見直し、種類を絞りながら一部に卵や鶏肉、玉ねぎやブロッコリーなどを使ったパンを製造し、具となる食材の加工も自分たちでできる限りおこない、事前の準備をすることで製造できるパンのバリエーションを増やしてきました。このとりくみは今後も一定継続して続け、常に調理・総菜パンをラインナップできるようにしていきたいと思います。

保育所関係からの定期的な注文や市内の一般業者への販売は2017年度も継続して受けることができました。

収支について、収入は年間700万円を超えることができ2016年度並みの総額支払いをすることができましたが、近年つづく材料費の高騰により純利益の確保は年々難しくなってきています。

設備の面でも、施設開設当初から使っていた大型機械が耐用年数を超え、不具合もふえる中、メーカーに問い合わせても、年数的に部品もなく、修理もそろそろ限界とのことで新しい機械への買い替え資金の確保と、工賃保障のバランスは今後も重点課題として検討していきたいと思います。

利用者支援について、基本は一人ひとりと面談をおこない、アセスメント会議を受け、同意書で確認した個別支援計画にそって支援を進めました。

日常的な支援については、課の職員会議で確認し、職員間での共通認識としていくように努め、本人を中心とした支援をおこなっています。

また、生活介護事業利用者、就労継続支援事業利用者ともに定期的なモニタリングをおこない支援計画の見直しや細かいニーズの掘り出しに努め、パンの作業に関わらず本人の意向や状況に応じて柔軟に作業を選べ、適切な支援がうけられるよう配慮しました。

社会参加活動や集団活動については、その取り組みを楽しみにしている利用者の想いに応えられるよう計画的にすすめてきました。利用者の企画や準備など積極的な関わりも増えており今後につなげていきたいと思います。

地域の医療機関、及び他の事業所とのつながりについては、ケース会議を中心に連携した対応を進めることが増えてきました。今後も利用者が少しでも健やかに就労・生活できるよう、他施設・医療機関と連携を図っていきます。

衛生管理については、手洗い、器具の消毒等例年通りおこない、とくにノロウイルスや食中毒に配慮した殺菌・消毒を欠かさず励行し、感染症を発症させることなく一年を過ごすことができました。
③共通事項

1． 庶務課

（「改正」社会福祉法への対応等について）

　法改正により当年度より義務付けられた「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」については、手探りでかつ膨大な時間を費やしながらも、行政が求めるとおりの対応をしました。現在使用している会計ソフトは、電子開示システムへのソフト対応が今回は間に合わず、すべて手作業となったため、とてつもない労力を要しました。なんとか期日までの提出ができたとはいえ、毎年この作業を続けることは限界であり、次年度以降はソフト対応が切望されています。

　また、法改正後、はじめての旭川市による一般指導監査が実施されました。その中で、決算に関わることは２点の口頭指導があったので（①定期預金の取扱い②賞与引当金の計上）、当期決算において対応しました。とくに②の賞与引当金については、きょうされんが実施している事務研修の講師に相談した上での処理方法をとってきましたが、今後は旭川市の指摘のとおりに毎年度決算において対応していきます。

　その他にも、決算に関連しては、前年度に実施された各事業所の運営に関する実地指導の際に文書指導されている生産活動を実施している場合の光熱水費の取扱いについて、当年度より対応すると改善報告書を提出していたため、それに基づき当期より就労支援事業から光熱水費の計上をしています。

（せるぷコーポあかしあⅡの開設について）

　当年度から実施の短期入所事業については、給付費の請求方法にしても、会計処理にしても、事前準備不足で、不安を抱えてのスタートとなりました。疑問点は旭川市にも確認を取りながら進めてきましたが、とくに会計処理については、新たにサービス区分を設ける必要があったため、その按分方法や日常の処理については、今後も検討と改善が必要です。

　なお、福祉医療機構からの借入金については、当年度については利息の支払いがあったのみで、元金返済は次年度１月からになります。元金返済に伴う必要な会計処理は当年度決算から反映しています。

（報酬改定に関わる情勢等について）

　次年度は、３年に一度の報酬改定の年であるため、通例どおり当年度末に新しい報酬体系が厚労省より提示されました。今回の改正では、就労継続支援B型の報酬の考え方が大きく変更され、平均工賃月額によって基本報酬が決まることになった点への対応が必要となりました。年度替わりの時期をはさんで、対応すべき課題が徐々に見えてきたので、当年度に引き続き、今後も各課と相談をしながら対応をしていきます。

　また、当年度は、第１作業所・第２作業所・第３作業所の指定更新申請の年でもありました。その手続きの際に、第３作業所の生活介護が定員超過減算に該当しそうだとの指摘を受け、その具体的な計算方法について、はじめて認識しました。精査した結果、減算対象月が発生することが判明し、対応をしているところです（減算額を実際の決算に反映させるのは給付費請求の関係上、次年度）。

定員数・現員数・職員配置数・加算・減算、その仕組みは報酬改定のたびに複雑化され、制度を把握し理解することと、それに見合った書類やデータを用意することは、質、量ともに膨大になっています。これは、給付費請求に関することに留まらず、すべてのことに共通してあてはまることで、当年度においては、他にも、せるぷコーポあかしあⅡの施設整備の一環で申請した助成金を最終的に受け取ることができなかったものもありました。この状況に対応することは庶務課内だけでは限界があるのが現状です。もちろん現状でも各課と協力しながら進めていますが、今一度、法人全体としてどのような管理とチェックが必要か、検討し、整備しなければなりません。

　なお、決算については別紙のとおりです。

2． 調理課

　当年度も衛生管理に徹し、食中毒などの発生も無く、給食提供をすることができました。日常業務では、アルコールや塩素系消毒剤の使用の他、熱風食器消毒乾燥庫を用いて、９０℃で６０分以上で使用器具及び食器等・手指の殺菌を行いました。食材については、納品時の表面温度の計測・記録と納品された商品のロット番号・賞味期限日を記録・保管をしました。食品加工品については、製造業者に「安全確認書」をいただき保管しました。調理中の衛生管理については、非加熱食材は流水で３０以上流す、加熱食材については、確実に中心温度は７５度以上で１分以上保てる箇所を２ヶ所以上・沸騰確認を確認し記録しました。調理員の検便ついては、O－１５７を中心に月１回以上行いました。保健所の一斉点検の際、ノロウィルスの検便を努力範囲内での実施の推奨がありましたが、１回の検査料金も高額であること等、年度途中から実施は行わず、次年度以降に検討します。

　献立作成については、年１回の身体測定を行い、測定結果・活動強度・性別・年齢から食事摂取基準量を策定し、会議等で検討したうえで作成しました。また、同一法人の就労支援施設の献立の栄養価計算を行い、給食提供を実施する上での留意点などを提示させていただき、日々の給食提供に繋げていただけるようにしました。栄養バランスだけに配慮するだけではなく、季節・行事を感じられるように旬の食材を取り入れたり、盛り付けに気を配り、目で見て楽しめるように心掛けました。年に５回のセレクトメニューと１２月にクリスマスプレートを実施しました。

　ただ単に提供をするだけではなく、提供時の利用者の食事の様子を把握し各課や家庭・必要に応じては関係機関と相談しながら、食事の提供形態や自助食器の導入や変更を随時行いました。咀嚼や嚥下困難な利用者に対しては、煮汁やソースなどを一緒に提供をすることでむせ込みや誤嚥の防止になるように取り組みました。

９月に札幌で開催されたきょうされんの全国大会では、ディアクティビティセンターの利用者を中心とした、咀嚼や嚥下の困難な利用者に調理員を配置し、現地での食事が問題なく進むようにしました。

　保健所が開催している研修会に参加し、調理課の会議で報告し情報を共有しました。

ウ．運営委員会

第１・第２・第３作業所が同一建物で一体的に運営していることから、当年度も各部署の責任者による運営委員会を定期的に開催し、情報と課題の共有を図りました。

エ．その他

○車両運行管理

庶務課が運行から管理までを統括して担当しました。

○防災防犯管理

避難訓練は年２回実施しました（６月・１０月＝ＧＥＮＫＩＹＡ、デイアクティビティセンターあかしあと合同）。

○健康管理

庶務課が法人内全施設を統括し、利用者及び職員の健康診断を例年通りに実施しました（６～８月）。

○清掃管理

業者委託による清掃を１回実施しました。

○除雪管理

業者委託による除排雪を実施しました（１２月～２月）。

エ．その他

（２）あかしあ障害者総合相談支援センター
　
1 一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援）

　精神科病院や施設から退院・退所されて、地域生活を送る方に対しての各種相談支援および各支援者間の連絡調整、住居・日中活動・各種社会資源の確保などについて、昨年同様に制度にのせた形での支援は職員体制が組めないため対応できない状況にあります。
2 特定相談支援事業（計画相談）

当年度も、相談支援専門員数もさることながら、特定相談支援事業の指定を受ける事業所についても不足しているという状況は変わりません。したがって、旭川市内全体における相談支援の現場に余力がないため、当センターがめざしていたワンストップ対応もおこなえず、新規の計画相談の依頼も受けられないため、お断りせざるを得ない場面や、仮プラン作成のお手伝という介入しかおこなえない状況にあります。現在対応させていただいているケースを真摯に対応していくことが精一杯の現状は続いています。

　当年度の計画書作成総数は１０５件、モニタリングは１２５件となりました。

平成30年度は、障害福祉サービス等報酬改定により計画相談における報酬単価やモニタリング実施期間等についても見直しがおこなわれるため、見落としがないよう適切な対応をおこなっていきます。
3 相談支援事業

ア：福祉サービスの利用援助に関する事

　電話・来所・訪問・メール・ＦＡＸなどの手法で、各種障害福祉サービスについての概要説明および利用相談・支援をおこないました。本人や家族の意向を確認しながら、事業所探しや情報提供や紹介、見学、体験利用の相談と調整や申請手続き、事業所との契約への支援をすすめ、障害福祉サービスの利用につなげることができたと同時に、本人や家族からの相談以外でも、各種サービス提供事業所や医療機関から個別のケースについての相談もあるため、適宜の対応を行ってきました。各種サービス利用開始後においても、事業所間の連絡調整や、当事者と事業所間の利用調整などの支援も臨機応変に対応しました。また、一部サービス提供事業所からは、利用定員に余力がある時などは、新規の利用者さんの確保に向けた相談もあります。福祉サービスの利用援助に関わる支援をおこなうことで、日中活動の充実や地域生活に必要な支援を受ける事ができ、地域で楽しく安心できる生活を構築することにつなげる事ができました。

イ：社会資源を活用するための支援に関する事

　当年度も、生活保護や障害年金などの申請や制度の詳細に関わる相談支援や、成年後見制度利用に関する法テラスの紹介および利用のための相談（同行・代行支援ほか）各種制度の手続き同行・代行支援、情報提供、利用に関する相談・支援をおこないました。また、精神科デイケアや訪問看護を含めた医療機関の利用相談や利用調整、医療機関への受診援助をおこなうことで、受診の中断を防ぎ地域で安心した自分らしい生活を維持するための支援や、利用者の高齢に伴う介護保険の申請及び利用援助など、障害福祉から介護保険への丁寧な橋渡し的な支援など、各事業所や関係機関とも連携や情報共有をおこないながら、相談者のニーズに即した充実した支援の展開につとめてきました。

ウ：社会生活力を高めるための支援に関する事

　家族・友人・恋人・主治医・各支援者等との対人関係の構築に関する相談や、障害や疾病との付き合い方および症状管理について、金銭管理を含めた地域生活全般に関する困り事などの相談に対して、話を傾聴し助言や適宜の支援をおこなうことで、不安の軽減が図られました。必要に応じて家族と連絡を取り合うなど、家族からの相談を受ける事もあり、本人の意向を大切にしながらも家族間の関係調整が図れるよう支援を行ないました。また、日常生活用品の購入に関する助言や買物同行、代行支援をおこなうことで、地域の中で自立した生活を送るために必要な生活技術の習得につなげることができました。状態が不安定な方、強迫観念が強い方、金銭コントロールがうまくおこなえない方などに対しては、丁寧な相談支援を継続していく中で地域生活の安定につなげることができました。

エ：ピアカウンセリングに関する事

　当事者同士が助け合い、率直な意見を交わしあえる場の提供と雰囲気づくり、当事者同士が互いを理解し合いながら行動し、関係構築が図られるよう働きかけをおこない、障害に関する事や自立生活に必要な事や、不安や悩み事などを対等な立場で話し合いがおこなえるよう、助言や見守りなどの支援をおこないました。

オ：権利擁護のために必要な援助に関する事

　障害があることで自らの力で権利擁護をおこなう事が困難な状態にあり、社会的な支援を必要とされている方に対して、各種契約や手続きへの対応、成年後見制度に関する相談支援や、法律的な対応について、自己選択・自己決定支援を中心に、本人が希望する地域で必要な支援を受けて生活をする権利保障の支援につとめました。

カ：専門機関の紹介に関する事

　各種制度に関わる行政機関への相談と利用に際しての同行・代行支援、地域生活と密接な関わりを持つ就労や住居関係、日中活動の充実を図るための福祉サービス事業所ほか、各医療機関についての相談と利用に際しての情報収集および情報提供、地域で自立した生活を構築できるよう状況に応じた支援をおこないました。

キ：地域自立支援協議会・その他の相談支援に関する事

　当年度も旭川市自立支援協議会の構成員として、協議会の運営に携わりました。当年度は、相談支援ネットワークにおいて相談支援専門員の資質の向上をめざして、相談支援に関する勉強会および事例検討、旭川第５期障害福祉計画等に関する意見交換、

ひとり職場の多い相談支援専門員の困り事などを身近に話し合う情報交換などをおこないました。また、事務局会議では協議会全体の運営について意見を出し合い、方向性を確認しました。調整会議では、部会間の活動報告や調整、個別事例からの地域課題の抽出、全体会のグループワークで出された地域課題の抽出・整理等をおこないました。また、各構成員が「移動・外出部会」と「地域福祉部会」に所属し、地域課題の解決に向けて新しい仕組みづくりに向けた協議・活動も継続中です。移動・外出部会では、引き続き恒常的な通学支援の利用継続に向けた審査をおこないました。

　全体会においては、関係機関・事業所への協議会活動の周知を目的に報告会を開催し、第５期障害福祉計画についての情報共有や意見交換をおこないました。

　一人職場になってしまうことの多い相談支援専門員が、一人で問題を抱えこまないよう、相談支援専門員同士の関係づくりに配慮しながら協議会に参加させていただきました。

4 地域活動支援センター（Ⅰ型）
ア：憩いの場所の提供

　当年度も、利用者がのんびりゆったりと安心してくつろげる居場所および環境づくりに配慮しながら、憩いの場所の提供をおこないました。当センターの利用者の方たちは、障害特性も生活歴も年齢層もさまざまなため、ニーズにおいても多種多様となります。単身生活、家族と同居、ＧＨの利用（障害・高齢）日中活動を何もやっていない人、介護保険サービスの利用、複数の事業所を利用している人など、地域生活のスタイルはさまざまです。当センターの憩いの場を利用する事で、気の合うなかまや支援者との談笑や、困りごと相談・情報収集、テレビやラジオや新聞を見たり、昼寝をしたり、過ごし方は人それぞれになります。利用の仕方についても９：３０～１８：００までの開所時間を設けているため、各個人のペースで自由に利用できるよう職員シフトを組んで対応してきました。

一方で、不特定多数の利用者が個々のペースで利用しているため、障害特性の違いや体調や精神状態の浮き沈みの波や、年代の違いなどからくる利用者間のトラブルは避けられません。トラブルの内容によっては、個別面談や当事者を交えた三者面談や、各関係者との情報共有や、解決が難しい事案については警察介入など、臨機応変な対処が求められるため、職員会議はもとより、地域活動支援センターおよび相談支援事業の職員間で、ていねいな情報共有をこころがけて対応することができました。

当年度の新規利用契約者数については7名となりましたが、憩いの場所の延べ利用者数について前年度と比較すると、１２２名の減少となっています。理由の一つとしては、障害福祉、介護保険、医療の分野でのサービス提供事業所が増えた事により、当事者が事業所や利用するサービスを選べるようになったことにあると思います。当センターの利用者の方でも、年齢や健康面や障害の状況によっては当センターではない、ちがう形の事業所の方がよりご本人に合っているのではないかと思った時には、話し合いを持ち、ご本人同意の上で新たなサービスにつなげる対応をおこないます。さまざまな事業所があるため、ご本人が自分に合うところを自己選択・自己決定できるという面においては、大切な支援のひとつとなっています。

　　

イ：食事提供（昼・夕食）

　当年度も、かぎられた設備と空間と予算の中で、衛生管理に十分配慮しながら、栄養や健康面に留意して、低料金でバランスのとれた食事提供をおこなうことができました。

（検食については引き続き障害福祉課からの指導を受け継続実施しています）

栄養バランスを留意することはもちろん、季節の食材や行事食を食べる事で四季を感じ、食事をする楽しさを味わい、リクエストしたメニューを食べて満足感が得られ、食事を通してさまざまな喜びが得られるよう対応してきました。

調理については、利用者の方と職員が一緒に台所に入り、食材買い物を含む調理作業全般に関わるさまざまな取り組みもおこなうことができました。これまでは食べるだけだった方が、ごく一部ではありますが職員といっしょに買い物や台所に立つことで、新たなやりがいや楽しみにつながっています。

1食あたりの料金についても、食材の高騰や食事サービス利用者数の減少など、これまで通りの1食200円提供が難しい状況におかれた時もありましたが、買い出しやメニュー・調理の工夫により価格維持につとめることができました。

ウ：入浴・ランドリー提供

　自宅にお風呂がない、住環境が劣悪なためお風呂は設置されているが寒くて使えない、自宅のお風呂に入ることに不安がある、お風呂の掃除が面倒、ガスや灯油代が高くてお風呂に入りたくないなど、さまざまな理由から少数ではありますが当センターの入浴サービスを利用される方がいるため、経済的負担に配慮し以下の料金設定で入浴提供をおこないました。

＜冬期間（９月～５月）は２００円、夏期間（６月～8月）は入浴１００円、※シャワー浴だけの方は1年を通して１００円で利用できます。

エ：レクリエーション活動

　当年度もカラオケ・誕生会・おやつの会・茶話会などのレクリエーション活動のほか、新年会・焼肉・ドライブ・買い物・外食・福祉バス日帰り研修・お祭り見学・クリスマス忘年会などの季節の行事を企画・運営しました。一泊研修については昨年同様に、就労継続支援Ｂ型事業所の研修に合同で参加させてもらうことで実現することができ、怪我や事故なく楽しい思い出を作ることができました。

　当センターのレクリエーション活動全体をみると、参加利用者の高齢化にともない、活動意欲の低下が顕著となってきているため、レクリエーションのべ参加者についても減少しています。

オ：利用者ミーティング

　毎月1回、利用者ミーティングを継続しています。その日に集まった利用者の方を中心に、レジメにそって報告事項（食事・コーヒー会計収支報告・そのた）協議事項を検討し、お知らせなどを周知しています。協議事項では、レクリエーション活動の内容やニーズのくみとり、センター利用に際してのマナーやルールや約束ごとなどの確認を中心におこなっています。ミーティングに参加できなかった方に対してはミーティング報告書を掲示して周知してきました。

　当年度も「きょうされん国会請願署名」についての周知・協力依頼・かんたんな学習をおこなうことができました。

カ：情報紙「らいふ」

　食事提供メニュー表・行事案内ほか、各種生活情報などそのときどきにあった情報を掲載して、当センターの活動やとりくみといっしょに定期的に情報発信しています。情報紙の定期発送にともなう作業全般（印刷・折り込み・封入・宛名ラベル貼り・スタンプ押しなど）についてもとりくみとして、職員と利用者と協働で定期発送する事ができました。各医療機関や関係事業所に発送して掲示していただくことで、より多くの方たちへの情報発信につなげる事ができました。

キ：啓蒙活動

　　ボランティアの育成や医療分野（看護）で学ぶ学生に門戸を広げ、将来の医療・福祉分野における人材育成に向けた実習依頼を受けた際は、積極的に実習生の受け入れをおこないました。障害者の権利保障を軸とした法人や施設の理念・実践・運営・運動に対する理解に裾野を広げ、障害者運動の担い手を育成し、当センターでの実習を通して人権や政治・地域社会に対する視野を広げ、福祉労働者としての専門性を高めて成長していただくことを目的にとりくみました。当年度は、6月に12名の厚生看護学生、8月に滝上町の職員・利用者さん2名、11月に4名の道立看護学生ほか、精神保健ボランティア講座より6名の受講生の現場実習として受け入れさせていただきました。利用者・職員ともに実習生の方たちといっしょに、学びの時間を持つことができました。

※事業実績表は別紙

⑤就労継続支援事業Ｂ型
ア）生産活動

当年度もパンの作業、菓子製造、下請け作業をおこなってきました。

パンの作業では、例年通り定期的に保育園や病院で外部販売をおこない、大きな売り上げの変動はありませんでした。

クッキーやケーキの作業は、北療祭や矯正展といった販売会への参加が恒例になっており、製造も販売もみんなで分担しながら当年度も参加することができました。これまでクッキーを卸売していた喫茶Ｌａｍｐさんからのつながりで、年度途中から新たに公園緑地協会さんと取引を始めることとなりました。

恒例のクリスマスフェアーの他に餅フェア―もおこない、合わせて約５０万円と年末に大きな売上を上げることができました。当年度のボーナスは平均９千円のボーナスを２回支給することとなりました。他にも、バレンタインデーやホワイトデーといった季節に応じたイベントも企画、実施しました。

例年同様、４社の会社から下請け作業を受注しました。なかでも野菜加工の下請け作業では、１年通して安定して仕事を請け負うことができ、大きな利益をあげることができました。これにより、クリスマスボーナスのほかに、年度末にもボーナスを支給することとなり、平均１万５千円の年度末手当が支給されました。

イ）文化活動

６月・千歳アウトレットモール　レラ　買い物レクリエ―ション

地域活動支援センターと合同で企画し、福祉バスを利用して千歳にあるショッピングモールへ行き、買い物をしました。はじめて参加した利用者はこの日の買い物を楽しみにし、洋服や靴を購入していました。

８月・１泊２日　阿寒旅行

　　　　恒例の１泊旅行は福祉バスを利用し、地域活動支援センターと合同で利用者・職員合わせて２２名が参加しました。当年度９月開催のきょうされん全国大会の事前学習を兼ねて、阿寒湖アイヌコタンを訪れ、民芸品等アイヌの文化を学ぶことを目的として旅行しました。阿寒湖遊覧船に乗船し、マリモの観賞をしたり、屈斜路湖や美幌峠などの観光地を巡りました。

１１月・ミュージックパーティー

　　　　肢体不自由児者父母の会チャリティミュージックパーティーに販売組とパーティーを楽しむ組に分かれ参加しました。午前中はたくさんのケーキを作り、お疲れ様会も兼ねて夜のパーティーに参加し、大音量の音楽に酔いしれ、ダンスを楽しむみんなの姿が印象的でした。

１月・新春　温泉レク

　　　　新年の始めの通所日は、除雪作業の後にはレクリエーションをおこなうのが恒例になっています。当年度は、家族会からいただいた寄付を入浴代に利用させていただきました。

その他のレクリエーション


　　　　　５月・花見＆温泉（東神楽）

６月・護国神社祭見学（希望者のみ参加）　

７月・肢体不自由児者父母の会チャリティビールパーティー

１１月・肢体不自由児者父母の会チャリティミュージックパーティー・ビューティー教室（希望者のみ参加）

１月・法人新年会

　

　　ウ）その他の活動

調理員を配置して給食提供を定期的におこないました。利用者の誕生日にはリクエストメニューを聞いて献立に反映させるなど、献立の工夫をおこないました。毎月、法人内栄養士に献立の栄養価を計算してもらい、バランスの取れた食事を提供できるよう努めました。
地域活動支援センター事業実績　Ｈ２９年（２０１７年度）

	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月
	合計

	憩いの場所のべ人数　　　（名）
	453
	440
	437
	401
	350
	361
	410
	413
	384
	314
	366
	422
	4,751

	憩いの場所

実人数　　　(名)
	52
	54
	48
	52
	47
	47
	44
	48
	48
	41
	46
	43
	570

	昼食サービス(食)


	199
	205
	175
	139
	124
	110
	112
	111
	113
	96
	95
	93
	1,572

	夕食サービス(食)


	154
	142
	124
	111
	96
	88
	88
	139
	119
	94
	93
	96
	1,344

	入浴・洗濯　（名）
	14
	8
	11
	3
	5
	6
	5
	16
	14
	15
	14
	7
	118

	レク参加者数(名)
	115
	102
	91
	76
	65
	64
	52
	63
	72
	58
	39
	67
	864

	稼働日数　　(日)
	20
	20
	22
	20
	18
	18
	21
	20
	20
	18
	19
	21
	237

	総支援件数　（件）
	935
	897
	838
	730
	640
	629
	667
	742
	702
	577
	607
	685
	8,649

	１日平均延べ

支援件数（件）
	46.7
	44.8
	38.0
	36.5
	35.5
	34.9
	31.7
	37.1
	35.1
	32.0
	31.9
	32.6
	36.4


あかしあ障害者総合相談支援センター

相談支援事業実績（２０１７年度）

	
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	１０月
	１１月
	１２月
	1月
	２月
	３月
	合計

	相談方法
	電話相談
	156
	191
	228
	179
	172
	186
	180
	175
	149
	145
	180
	225
	2,166

	
	来所相談
	52
	44
	60
	39
	40
	33
	51
	55
	50
	35
	38
	48
	545

	
	訪問相談
	74
	144
	83
	101
	89
	113
	73
	102
	54
	70
	99
	78
	1,080

	
	メール相談
	13
	1
	1
	7
	3
	2
	0
	0
	1
	5
	5
	5
	43

	
	その他
	7
	6
	13
	6
	7
	6
	5
	3
	1
	4
	3
	2
	63

	相談者障害種別
	精神障害
	91
	100
	103
	93
	83
	109
	90
	78
	76
	58
	56
	85
	1,022

	
	知的障害
	23
	13
	9
	20
	28
	29
	23
	38
	18
	19
	28
	36
	284

	
	身体障害
	1
	4
	5
	3
	1
	0
	2
	2
	2
	3
	2
	1
	26

	
	精・知
	11
	20
	9
	11
	7
	12
	6
	10
	8
	10
	9
	8
	121

	
	精・身
	12
	8
	22
	16
	20
	21
	25
	24
	19
	20
	25
	35
	247

	
	知・身
	1
	6
	13
	8
	6
	8
	8
	3
	2
	8
	4
	3
	70

	
	精・知・身
	1
	3
	4
	3
	8
	2
	4
	5
	５
	1
	3
	4
	43

	
	その他
	5
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	０
	0
	0
	0
	６

	延べ相談件数
	302
	386
	385
	332
	311
	340
	309
	335
	255
	259
	325
	358
	3,897

	１日平均相談件数
	15.1
	19.3
	17.5
	16.6
	17.2
	18.8
	14.7
	16.7
	12.7
	14.3
	17.1
	17.0
	16.4

	相談内容・内訳
	福祉サービス
	132
	195
	157
	170
	157
	195
	148
	184
	116
	141
	193
	165
	1,953

	
	社会資源
	74
	107
	111
	63
	55
	43
	42
	53
	46
	34
	64
	81
	773

	
	社会生活力
	96
	84
	117
	99
	99
	102
	119
	98
	93
	84
	68
	112
	1,171

	
	専門機関
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	その他
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	相談者
	本人から
	145
	154
	165
	154
	153
	181
	159
	160
	130
	119
	127
	172
	1,819

	
	親族から
	22
	32
	41
	31
	28
	23
	20
	17
	16
	28
	32
	24
	314

	
	関係施設
	102
	155
	152
	128
	92
	113
	100
	117
	83
	91
	131
	116
	1,380

	
	関係機関
	28
	36
	20
	17
	29
	23
	20
	37
	20
	15
	28
	30
	303

	
	その他
	5
	9
	7
	2
	9
	0
	10
	4
	6
	６
	7
	16
	81

	同行支援
	10
	22
	15
	13
	14
	11
	20
	13
	18
	5
	13
	7
	161

	訪問支援
	3
	8
	2
	3
	4
	8
	3
	0
	3
	3
	0
	0
	37

	代行・その他
	18
	51
	24
	35
	37
	45
	41
	34
	22
	17
	26
	21
	371

	延べ支援件数
	31
	81
	41
	51
	55
	64
	64
	47
	43
	25
	39
	28
	569

	１日平均支援件数
	1.5
	4.0
	1.8
	2.5
	3.0
	3.5
	3.0
	2.3
	2.1
	1.3
	2.0
	1.3
	2.4

	稼働日数
	20
	20
	22
	20
	18
	18
	21
	20
	20
	18
	19
	21
	237

	時間外・休日
	12
	5
	10
	11
	16
	8
	1
	3
	1
	18
	4
	5
	94

	計画相談
	65
	125
	　68
	　99
	　89
	　124
	　65
	　102
	44　　　
	71　　　
	86　　　
	72　　　
	1,010　　　

	延べ相談・支援件数
	333
	467
	426
	383
	366
	404
	373
	382
	298
	284
	364
	386
	4,466


（３）ＧＥＮＫＩＹＡ
今年度は、職員の退職を含む人員不足等、さまざまな困難が重なり非常に厳しい１年となりました。長年にわたり利用者支援に携わり、深く信頼・共感関係を構築していた職員のやむを得ない退職や、若手職員の退職等により約１年に渡りGENKIYA全体が窮地に立たされる状況となりました。少ない人員体制の中、法人全体にも協力を得るとともに、GENKIYA全体で何度も協議、検討を重ねながら、この窮地を乗り越えられたことは、全体の成長に繋がる、たいへん貴重な経験となりました。また、今年度は美深高等養護学校卒業後のなかま一名が新しくGENKIYAの一員として加わる等、私たちにとって目まぐるしく環境が変化した１年となりました。

工賃保障・労働保障に関しては、売上目標を月１００万円としとりくんできましたが、少ない人員体制のもとで受注が困難であったことや、大型定期顧客の注文の減少、配達コースを縮小せざるを得ない状況等、さまざまな要因が重なり、前年度より売上を約２５０万円落としてしまう結果となりました。少ない売上の中で工賃保障をしていくために何ができるのか、全体で問題を提起しながら検討し、在庫調整や、仕入れの見直し、月末イベントや１００円均一の設置等、対応を行ってきました。また少ない人員体制でお弁当づくりといった時間に追われてしまう作業の中、さまざまな場面を通して、互いに刺激を受け「自分も切りものを上手になりたい」「急がないと売上が下がってしまう」等、これまで以上に声掛けも飛び交う場面が見られ、たくましく成長している姿を再確認することができました。その一方で担当作業の自覚が足りないことや、最初から最後まで担当したものを継続してとりくむことが困難な場面もあり「なぜ自分がやらなくてはいけないのか」「誰かがやれば良い」「来たら工賃がもらえる」等、労働とは？工賃とは？担当とは？などの理解が深まっていない様子も見られ、労働に対する自発性や意識の向上を図ることがさらなる課題となっています。継続して、なかま１人ひとりの将来の夢、目標に向けて、明確的な短期目標を設置し、段階的にとりくんでいきます。

就労支援に関しては、ハローワーク主催の雇用促進フェアに当年度も３名のなかまが参加し、結果として就職に結びつくことはできませんでした。しかし、本人が就職したい企業を探し、履歴書の作成、面接練習など、一般就労に向けて経験を積むことのできる機会となりました。

全体会議においては、GENKIYAをさらに発展していけるよう、前年度同様PDCAサイクルに重点を置きながら、全体で計画、総括を交え、あかしあの理念に基づく「実践・経営・運動」を推進してきました。当初計画していた、アイデアシートやグループワーク等実施する機会が少なかったことを今後の課題とし、次年度はこれまで以上に意見を引き出す場面を増やしながらGENKIYA全体で創りあげていきたいと考えています。

運動プログラムに関しては、集団的にとりくめる機会を設置し、信頼・共感関係の構築を図るために、集団的スポーツを中心に企画しました。しかし、人員体制が不十分であったことから、中止せざるを得ない結果となってしまいました。

レクリエーションに関しては、なかま個々が役割を担い、これまで以上に自分たちで達成感を味わってもらえるよう、何カ月も前から準備を開始し、とりくみました。その中で、同じ担当のなかまで協力し、とりくむ場面も見られ、他者と成功させる喜びや、分かち合う気持ち、やり遂げたことでの自信へと繋げることができました。また、レクリエーション等の機会を用いて、厨房内では見られないなかまの潜在的な一面を垣間見ることもできました。しかし、作業同様に、「なぜ自分が」「どうせ考えなくても誰かがやるだろう」など他者任せになってしまう様子も見られました。作業とも繋げながら、個々の役割を果たすことで担当としての意識を自覚してもらうことや、集団的に創りあげ、やり遂げた達成感を全体で感じられるような場面づくりに重点を置きながら次年度も企画していきます。また、第４０回きょうされん全国大会IN北海道に、全体で参加しました。初めて参加する方も多く、他事業所の方と名刺交換で交流できたことや、大会に向けて練習していた手話歌の発表を行いました。特に、リードボーカルチームに選出された２名においては、やり遂げた自信がこれまで以上に内面的な成長に繋がり、厨房内においても担当としての自覚や集団としてとりくむ姿が見られたこと等、たいへん良い機会となりました。

各種学習会において、手話学習会では、聴覚障害のなかまが中心となって、指文字や、厨房内で用いる切り方や材料の名称、全国大会に向けて手話歌の練習等を行いました。コミュニケーションを図ることに課題があるなかまと会話を行う機会となりました。今後もゲーム形式やより長い文章等、さまざまな角度から、なかまが理解しやすいような企画にしていきます。健康に関する学習会においては、夏・冬（８月・１月）の２回を計画していましたが、冬のみの実施となりました。前年度、歯科衛生士の方から学んだ内容の復習や、歯の磨き方をシュミレーション的に実践しました。少しずつですが、歯を大事にすることで生活習慣病の予防に繋がることへの認識も深まってきています。署名学習会では、学習パンフレットを用いて、現在の日本の福祉情勢と照らし合わせて学習しました。これまでの学習を通し、情勢を知ろうとする意識も高まり、なかま同士で声を掛け合いながら自発的に地域周りを行う様子も見られました。次年度も障害者運動の発展に向け、なぜ署名をとりくんでいるのか？なぜ募金が必要なのか？まぜ声をあげるのか？目的意識を一致させることに重点を置きながら学習内容を検討していきます。

今年度は、これまで以上に人員体制が整わず、中止せざるを得ない状況が続いてしまいました。しかし、少ない人員体制でこの苦しい時期を、どう乗り切るのか、みんなで意見を出し合いながら解決へと繋げ、みんなで乗り切ったという自信や結束力を高められたことは、GENKIYA全体にとって大きな成果となりました。次年度は、これまでの水準を挽回すべく尽力していきたいと考えています。　

２０１７年度・年間行事（レクリエーション・運動プログラム・各種学習会）

	４月
	●新規利用者・職員歓迎会

●手話学習会

●チーム対抗ミニバレー
	１１月
	●お疲れさん会＆歓迎会

●チーム対抗ミニバレー

●手話学習会

●陶芸教室

	６月
	●日帰り温泉＆外食（北広島）

●手話学習会
	１２月
	●手話学習会

●買物支援INイオン

●忘年会

●健康に関する学習会

●署名学習会

	７月
	●手話学習会
	２月
	●研修旅行

●署名学習会

	８月
	●手話学習会
	３月
	●署名学習会

	９月
	●手話学習会

●第４０回きょうされん全国大会
	
	


（４）グループホームあかしあ（東鷹栖・旭町・末広・せるぷコーポあかしあ・せるぷコーポあかしあⅡ)

　　　　当年度はせるぷコーポあかしあⅡの開設によって共同生活援助事業所定員２７名となり、入居者２３名となりました。また、短期入居事業所も併設され、多くの利用希望がありましたが、すべての希望には応えることはできませんでした。しかし、重度障害の仲間たちの生活を保障する画期的な第一歩となりました。今後は、入居希望者、短期入居利用希望者を受け入れるために、職員不足を解消していくことが課題です。また、医療的ケアの必要な仲間を受け入れるためには看護師の配置が必要です。

1 それぞれのホームの様子

1． グループホームあかしあ

週末もホームで過ごすことの多い仲間たちです。休日の日中は移動支援などを利用して余暇を楽しみ、職員と外食に出掛けることもあります。外出しない時は仲間同士で談話したり、好きなＤＶＤを観たりして過ごしています。ここで10年以上暮らす仲間も、落ち着いた生活を送ることができるようになりました。

2． グループホームあかしあ旭町

当年度は入居者4名（５名定員）でした。

町内の方から「毎朝、窓を開けて、挨拶してくれる。元気をいただいています。」との言葉をいただくなど、元気に地域での生活を送っています。

昨年度より食育活動を行って行なってきましたが、山わさびの皮を水耕栽培で発芽させ、畑に植える取り組みなども行いました。また、ＧＥＮＫＩＹＡの仲間たちは調理作業の練習を夕食当番の時に行なっています。

レクリエーションでは誕生会や盆踊り、花火大会、スーパーのポイントでオードブルを買ってきてクリスマス会などのお金のかからないレクリエーションを行ないました。

3． グループホームあかしあ末広

全員一人暮らしを目標にしています。夕食は当番の人が職員と一緒に用意します。休日は各自で食事を作るため、休日前には買い物をします。金銭管理も一人暮らしをするために必要です。それぞれに合わせた支援を行なっています。少しずつではありますが、自分で考えて金銭管理ができるようになってきました。

4． せるぷコーポあかしあ

昨年度までは、グループホームあかしあの事務室として使用していたため、２、３名の職員が常駐していました。当年度はせるぷコーポあかしあⅡに移動し、シフト職員のみでした。いつもいた職員がいないことで、調子を崩す入居者もいました。

昨年度同様、食事当番を週１回、各居室で職員といっしょに行ないました。同じメニューをばかりを作っていた仲間が調理本から選び、作ったことのない料理に挑戦していました。他の仲間に「美味しかったよ。」と、声をかけられ、自信にもつながりました。

また、定期的に居室の掃除を行なうことで、整理整頓されていない、散らかった部屋は不便だったことに気づき、自ら進んで掃除を行なうようになった仲間もいます。

この１年間は環境の変化もありましたが、大きく体調を崩すこともなく、自分たちの生活スタイルを大切に、たくましく自立している様子がうかがえました。

5． せるぷコーポあかしあⅡ

重度障害の仲間のホームとして開設し、１年が経過しました。最初は慣れない生活に戸惑うこともありましたが、それぞれの生活リズムで落ち着いた生活を送っています。

３月にはみんなでカレーライス作りのレクリエーションを行うなど、生活の幅を広げています。

現在３名の入居者（６名定員）が暮らしていますが、全ての入居希望者全員は受け入れることが出来ませんでした。

2 文化・スポーツ・レクリエーション活動について

当年度も各ホームで、レクリエーションを行ないました。

スマイル会の活動は大型商業施設への買い物、海水浴、忘年会、カレーライスを作りビデオ鑑賞と総会、昨年度の総会参加者で決めました。年々参加者が増えています。

当年度の一泊旅行は、きょうされん全国大会に参加しました。それぞれが分科会も参加し、学び合いました。夜は札幌の居酒屋に行き、ホームでの交流を行ないました。焼き肉は、昨年同様ホームの敷地内で行ない、スイカ割や花火なども行ないました。当年度の新年会は市内のホテルで一泊して行ないました。夜景を見ながらに二次回も行ない、楽しいひと時を過ごしました。

８月　焼肉　９月　一泊旅行（きょうされん全国大会）　１月　新年会（一泊）

3 短期入所

開所当初の４月は、２名の利用者しか受け入れることが出来ませんでしたが、通所施設の協力も得ながら、徐々に利用者の受け入れを増やし、当年度末の３月には、延べ２０名を受け入れることが出来ました。しかし、医療的ケアの必要な仲間など、希望者全員を受け入れることが出来ていないのが現状です。また、家族の病気などの緊急時に、応えることが出来ないこともありました。

重度の障害を持つ仲間の支援はわからないことも多くありましたが、通所施設に何度も足を運び、学んできました。今後もまだまだ、学ぶことが必要です。

当年度は、様々な要望に応えることが出来ませんでしたが、今後の運営の土台を築くことができました。

4 移動支援事業

当年度も、時々の状況に合わせて、公共の交通機関と有償運送にて、移動支援を行ないました。通院の移動支援の利用者は年々増えています。

余暇の支援では、本人の希望を聞きながら、買い物、カラオケ、映画などの支援を行ないました。また、花見や、冬祭り、夏祭りなどの季節や地域の行事も取り入れました。

プールやボーリングなどは、肥満対策の運動にもなり、個別の支援を行なっています。また、９月より旭川アカシア会主催の水泳サークル参加の支援も行ないましたが、人員不足のため、隔週の支援しか行なえませんでした。さらに、１１月から２月まではおぴったのプール改修工事のため、休止せざるを得ませんでした。

5 職員研修について

当年度の職員会議では、新任の職員が新任職員研修で学んだことを報告し、他の職員も改めて学んできたことを確認し合いました。

また、新任職員がきょうされん主催の研修にも参加しました。

（５）デイアクティビティセンターあかしあ（ＤＡＣ）
デイアクティビティセンターあかしあは、開設して4年が経ちました。利用者が安心して通所できる施設として、作業・活動・訓練・入浴をメインに利用者のニーズ、障害の状態等に応じた支援を通して、楽しい雰囲気の中で穏やかな通所生活が送られるように支援を行ってきました。
新しく通所を始めた利用者やそれを受け入れる利用者が、新しい環境に慣れず、日々の活動のなかで、緊張することが多かった場面も多々ありましたが、少しづつ緊張する場面が減ってきました。また、作業において開所当初よりも、少しですが、工賃を増やせることができました。

しかし、医療的ケアが必要な利用者の日々の充実した労働保障や、入浴利用希望者が毎年増え、それに対応するために、現場の職員体制を今後どのようにするか等、さまざまな課題があります。

今後は、一層、家族や必要時は主治医等と連携・相談を行い、個々の身体状況に合わせたケアの実施に努め、あかしあの理念を基に、より労働を軸とした実践に努めていきます。

〔入浴〕

　安全で楽しく入浴できるよう、衛生面、介助方法等に注意しながら支援していきました。とくに、家庭で入浴が困難な利用者に入浴できる機会を保障することに努めてきました。

また、利用者の立場になって支援し、入浴中のなにげない、ひとつひとつの表情や変化を大切にしてきました。開設当初のころは、手探りだったため、手際があまりよくなかったものの入浴後、利用者のリラックスした表情や入浴の日を楽しみにしている利用者が増えてきました。

今後も引き続き、入浴時は特に安全に配慮するため、その日の利用者個々の注意事項や配慮すべき点、また健康状態の把握など職員への全体的な引き継ぎを日々の業務のなかで徹底して行うことを継続していきます。

〔医療的ケア〕

新しい利用者が増えたことに伴い、気管切開や胃瘻注入をはじめとする、医療的ケアの介入が多い利用者が増えました。コミュニケーションをとることが難しい方も多く、家族からの情報や個々の日々の様子や表情・症状等から、精神的・身体的変化を観察し、適切なケア・対応ができるよう心がけてきました。

とくに、気管切開をしている方への、安全面や衛生面への配慮には力を入れており、入浴の際は入浴介助者への協力も含め、気管切開部分の装具を工夫したり、皮膚トラブルを避　けるために配慮した処置を行ってきました。

また、休憩スペースの配置場所を検討したり、身体に緊張が強く不慮の怪我の可能性のある方への安全面など、どの利用者も安全・安楽に過ごせるよう、一人ひとりの身体状況に合わせた生活環境の整備を心がけました。

［活動］

本人が主体的に活動に参加し、意欲向上が図れるよう、日々の言動、行動、心理面、感性を洞察しながら、個々の能力が発揮できるよう工夫、考慮しながら支援していきました。特に年中行事や季節に合わせ、畑作りやプール活動、紅葉レク、イオンでの買い物等の外出レクも行い、少しでも季節感やさまざまな経験ができる活動展開に努めました。

今後は、より充実した内容にしてき、利用者同士が自発的に、さまざまな活動を通じて、共感できる関係作りをサポートできるようにしていきます。そのため、内容は引き続き、月単位で計画し、目標を明確に、又、随時見直しながら利用者が主体的に活動できるようにしていきます。

〔作業面〕

主な作業として自主製品の製造・台紙作り・ラベル貼り・袋づめラッピング、その他受注販売などを行っております。作業においては、利用者の自主性やその日の体調面を考慮し、作業に参加できるよう工夫をしてきました。一人ひとりの能力に差はありますが、自助具や作業環境を見直し、その人の力を最大限に発揮出来るよう工夫をしてきました。さらには、適材適所の役割分担を心がけ、ひとつの作業における工程を細分化し、利用者にとってやりがいを感じられるような作業を提供してきました。

最近では、日々の関わり合いの中で、少しづつですが自然に作業にとりくむ様子も見られてきています。その結果、利用者にとって人との関わりや、労働後の程良い疲労感を感じられると共に、達成感を感じられる作業を提供することが出来つつあります、今では、労働による発達の保障に、作業は無くてはならないものとなりつつあります。

今年度は、外部販売や期間限定の商品を販売するなど、企画面での取り組みが増えた事により、大幅な授産収入が増えました。その結果工賃が増えるとともに、ボーナスを２回出すことが出来ました。

今後の展開としては、授産製品の製造と販売を利用者ともに行い、さらに販路を拡大する事を目標にし安定した工賃を保障すること、それにより働くことをより生活の一部とし、利用者のＡＤＬの向上をめざしていきたいと考えます。

以下はＤＡＣにおける主な作業

クラフト作業全般

・ヘアアクセサリー　ヘアピン　ヘアゴム

・お祝い袋　ポチ袋　　

・ストラップ　レジンバックチャーム　レジンキーチェーン

・クルミボタンマグネット　クリップ

・ブックカバー　手帳カバー　ケータイケース

動物園グッズ　ブレスレット

〔訓練面〕

　当施設での訓練は第１に生命機能の維持及び向上、次いで2次的障害の予防、介助量軽減やADL機能維持及び向上を目的に行ってきました。感受性が豊かで且つ、自身の欲求の表現方法がそれぞれ異なる利用者たちとまずは意思疎通が図れるようにと目線を合わせ、寄り添った支援を行いながらの訓練を心がけてこの1年を過ごし、漸くスムーズな意思疎通ができるようになったのではないかと感じます。また、新しく利用することになった新しい利用者の特性を利用開始前に関係者を通じて申し送りをして頂くことで、スムーズに利用開始できるよう環境を整えてきました。

　　ＤＡＣでは、利用者それぞれの個性に応じた訓練内容を検討し、それを作業や私生活の動作に活かせるような訓練を実施するよう意識しています。

　具体的な内容としては歩行機能の獲得を目指した階段や歩行等の移動練習、それを維持するための関節機能維持訓練、側彎の進行予防や姿勢修正、正常な刺激の入力による発達の促し等それぞれの利用者がもつニーズに添えるよう訓練内容を検討し、実施しています。また、重要な残存機能(会話や嚥下)の維持は利用者のQOLに直結する物が多く、それらの機能維持に対するアプローチは全職員で関わりを持つことで持続的に介入できていると考えます。

　　同時に、重度重複障害を持つ利用者の機能を維持することの困難さを感じることも多々ありました。1度体調を崩すと持ち直すまでに長い時間を要すること、私生活の些細な事が発端となり生活レベルが落ちてしまうことを現実として再認識させられました。とくに嚥下や栄養、呼吸機能に関しては新しく利用することになった利用者においても非常にリスクが高く、手厚いケアが必要である事を認識し、体制を整えていく必要が利用者の生活を保障する上で最も重要なことだと考えます。

　　今後の展望としては、年々増える利用者に対して1人当たりの時間が減っていく中で、日々同じような支援になりがちですが、それを自覚しながら本当に本人たちとその周囲の方々が必要とされる支援をしっかりとニーズに沿って選択し、提供していければと考えます。

（６）共通事項

①教育研修活動
新任職員研修
　　　　主任を中心に講師陣を担い、以下のテーマで１０回の新任研修を開催しました。

	開催月等
	テーマ
	講師

	第１回（４月）
	あかしあ労働福祉センターの歴史と理念
	川合

	第２回（５月）
	きょうされん運動の歴史と理念（わたしたちのめざすもの等）
	森田

	第３回（６月）
	障害者と戦争
	青山

	第４回（７月）
	障害者と震災
	紙谷・山浦

	第５回（８月）
	共同作業所づくり運動①映画「どんぐりの家」鑑賞
	岡本

	第６回（９月）
	共同作業所づくり運動②映画「ふるさとをください」鑑賞
	高橋

	第７回（10月）
	資本主義と障害者問題の構造的関係性
	松浦

	第８回（11月）
	発達保障論（発達段階論等）
	佐々木

	第９回（12月）
	社会福祉援助技術論（ソーシャルワーク論、福祉労働論）
	高野

	第１０回（１月）
	職員の専門性について（職員綱領等）
	北村


　

実践報告会議
当年度の実践報告会議は以下の概要で実施しました。とくに外部講師の学習講演は、前期・後期ともに好評で、職員としての「実践力」を集団的に高め、専門性向上を図るためには、とても良い研修となりました。
******************************************************************************
１.趣旨

１９８８年４月に無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」を開設してから、３０年目という節目の年度を迎える。
３０年間蓄積された実践の成果は、これまでも実践報告会議のレポートで報告されたり、記念誌でまとめられた。そして現在、再び３０周年記念誌にも、一部が編纂する作業がすすめられている。

また、当年度は９月にきょうされん第４０回全国大会が道内で開催されるため、全国の優れた実践に学ぶ機会にも恵まれていることから、わたしたちのこれまでの実践を検証するとともに、さらに職員としての専門性を集団的に高めつつ、今後の実践の課題を明らかにしていくことが必要かと思われる。

２.日時

第１回実践報告会議/２０１７年６月　２日（金）１４：００～１７：００

第２回実践報告会議/２０１８年２月１６日（金）１４：３０～１７：００

３.場所

　あかしあ労働福祉センター第１・第２作業所集会室（旭川市末広２条１３丁目６番１７号）

　ＴＥＬ．０１６６（５７）０８８８　ＦＡＸ．０１６６（５７）０８０８　ｍａｉｌ：ａｋａｓｈｉａ＠ｃｅｌｌｏ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

４.内容

（１）第１回実践報告会議

1 理学療法研修「身体的負担軽減について」（14：00-14：30）

　講師：あかしあ労働福祉センター第１作業所ＰＴ　佐藤桂一
2 経過報告「全国大会まで３カ月―」(14:30-15:00)

　　　　　・全国大会実行委員会　事務局次長　松浦　健

　　　　　・全国大会参加実行委員会　事務局長　川合真知子

　　　　　　

3 実践報告（15：00-16：00）

　　　　『北の大地の仲間たち２０１７』―３０周年記念誌に寄せて

　　　　　・鼎談　　青木利子（法人顧問）×林　優子（利用者）×北村典幸（理事長）

4 学習講演（16：00-17：00）

「障害の重い仲間たちのグループホーム～実践と運営」

講師：増田恵美子氏

(社会福祉法人あけぼの福祉会・グループホームあけぼの樹林の家管理者)　

（２）第２回実践報告会議（2018年2月16日　14：30-17：00）

※趣旨：（今年度の趣旨に加えて）福祉職員のサラリーマン化が言われて久しいけれども、確かに歴史を積み重ね、大きな組織となり、経験年数が重なると、障害者問題の原点を忘れたり、学ぼうとしない職員が増えてくる。そこで、単なる「無責任な個人」の集団となり、組織の危機を迎えないように、ここでしっかりと発達を保障し権利を守る実践の原点に立ち返り、職員集団全体で底上げを図るために、経験豊富な先輩職員から学びたい。とくに30周年を迎え、人事も管理職・中間管理職を中心に次世代への交代は必然的な課題であり、避けては通れない。中堅職員の役割もきわめて大きい。そのことを全体で確認するためのテーマをあえて設定した。新任職員にとっても、この仕事の魅力をしっかりと学ぶことは、厳しい情勢下にあるこの時期だからこそ、まさに重要である。

1 虐待防止研修（14：30-15：00）

講義　障害者福祉施設従事者等による障害者虐待に関する動向（講師/北村）

2 実践報告「せるぷコーポあかしあⅡの開設から６か月を経過して」(15:00-15:30)

3 学習講演（15：30-17：00）

働くこと　学ぶこと　生きること　～職員の働きがいと真の専門性を考える～

あぁ、美しきかな、この仕事～天職は自分で創る～

講師：鷹巣裕美子氏(愛知・社会福祉法人すずかけ福祉会)　

******************************************************************************
・外部研修
　　　当年度の外部派遣研修は以下の通りです。

	　　　時期
	研修企画名
	参加職員

	７月
	ソゥエルクラブ・接遇講習会（7/7・旭川）
	岡本

	
	きょうされん第４期次世代施設長・管理者研修［前期］（7/13-15・東京）
	森田

	
	きょうされん北海道支部２０１７年度新任職員研修（7/22・滝川）
	西

	８月
	ソゥエルクラブ・平成２９年度メンタルヘルス講習会（8/22・旭川）
	堀内

	９月
	きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道（9/15-16・札幌）
	西・波岸・

	１０月
	きょうされん２０１７年度第１回安居楽業ゼミナール「はたらく」（10/27-28・岡山）
	金塚

	１１月
	さっぽろひかり福祉会・製パン技術研修会（11/3　札幌）
	市原・越智

	
	北海道中小企業家同友会道北あさひかわ支部・経営労務セミナー（11/20・旭川）
	堀内

	
	きょうされん第４期次世代施設長・管理者研修［後期］（11/30-12/2・福島）
	森田

	１２月
	医療法人稲生会・呼吸介助手技講習会（12/9・旭川）
	豊田

	
	北・北海道知的障がい福祉協会専門セミナー（12/22・旭川）
	市原

	１月
	きょうされん第２０回施設経営管理者総合研修会(1/26-27・東京)
	北村・森田・高野・堀内

	
	平成２９年度旭川市依存対策推進事業「依存症研修会」（1/30・旭川）
	植田

	２月
	きょうされん２０１７年度第２回安居楽業ゼミナール「くらす・ささえる」（2/9-10・神奈川）
	北村・西


1 苦情受付・虐待防止体制

　当年度は、埼玉県上尾市の障害福祉サービス事業所「コスモス・アース」で、知的障害のある１９歳の男性利用者が、送迎車内に約６時間放置され熱中症で死亡した事故（２０１７年７月）や、栃木県宇都宮市の障害者支援施設「ビ・ブライト」で、女性職員（25）が、利用者に対する傷害と暴行の罪で逮捕される事件が発生（2017年９月）するなど、障害者施設での職員による虐待事件が増加しました。また、身近な旭川市内でも、末広にある介護施設で２７歳の職員が入所者に暴行を加え逮捕されるという事件が発生（2017年９月）したため、２０１８年２月の実践報告会議のなかで虐待防止研修を実施し、こうした事例を紹介するとともに、その事件の背景にある職員の専門性欠如と研修の充実課題について共有を図ったところです。
2 苦情受付体制

当年度も苦情受付件数はありませんでしたが、利用者と家族からの個別の要望と意見に対しては、常に耳を傾け、心を開いて相談に応じてきました。
3． その他
（1） 民主経営としての社会福祉法人運営に新たな課題
　
　当年度より評議員会が議決機関に変わり、運営協議会を設置するなど、社会福祉法人制度改革に伴う組織再編や諸規程の制改定など、実務的対応の拡大に追われました。もちろん、当法人では社会福祉充実残額などあろうはずもありません。
　こうしたなかで、あらためて民主経営としての社会福祉法人のあり方が問われ、わたしたち自身が、制度に迎合ではなく、いかに対峙しつつ運用しながら、障害のある仲間と家族、そして職員の実態と要求を反映させた組織運営を図るか、知恵を集めつつ、総意工夫や努力を重ねることは次年度以降の課題といえます。
（２）きょうされん運動の前進に寄与した２０１７年度
基調報告で記したように、わたしたちが団結して「きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道」を成功させた力は、手づくり工房あかしあ開設以来の３０年にわたり、一貫してきょうされん運動に結集して実践・運営・運動をすすめてきたエネルギーにほかなりません。
デイアクティビティセンターあかしあの利用者の作品が入賞し、全国大会の閉会全体会で表彰式に臨めたことは、実践の成果の単著な一例ですし、全国大会に家族会の皆さんも一緒に参加し、障害のある仲間の晴れ舞台を共有できたことは、関係者共同による民主運営をすすめてきたひとつの表れです。そして、多くの市民のみなさんの支援で大会を財政的にも成功を収めることができたことは、後援会員や関係団体のみなさんに運動をひろげてきた長年の積み重ねがあったからこそです。
そして何よりも、全国大会の準備から大会当日を通して、経験値としてもきょうされんをよく知り、学び、そしてきょうされんを担う人材の裾野をひろげることができたこと、そのことが、大会を北海道で開催した収穫だったのではないでしょうか。
（３）あかしあ障害者総合相談支援センターの新築整備の検討

　前年度に外壁の一部が崩落し、緊急に修繕工事を実施したことから、支援センターの新築は待ったなしの課題であることが誰の目にもはっきりしました。そのため、当年度にはあらためて新築と一時移転に向けて具体的な検討に入りました。
（４）その他
1 ホームページを開設し、事業計画・事業報告・財政状況を公開するとともに、Facebookで事業所や法人の活動をタイムリーに発信し、運動をひろげてきました。なお、Facebookに対する当年度の市民のみなさんの反応は以下のとおりです。
（Facebook　リーチ数ベスト１０）

	公開日付
	タイトル
	リーチ数
	いいね！

	６月２２日
	ベーカリーショップあかしあの新商品
	８２５
	３２

	９月１５日
	きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道（１日目）
	５２７
	３２

	６月　６日
	きょうされん第９回グッズデザインコンクール入賞
	５１６
	２２

	２月２８日
	職員募集のお知らせ
	５０７
	５

	９月１６日
	きょうされん第４０回全国大会ｉｎ北海道（２日目）
	４７４
	３３

	９月　８日
	『北の大地の仲間たち―anniversary edition-』刊行
	４４０
	２０

	４月　３日
	みんなの辞令交付式
	４３１
	２３

	１１月３０日
	いのちをつなぐ給食(食事提供加算廃止問題)
	３８６
	２４

	７月１４日
	今日の給食(冷やし担担麺)
	３６３
	１９

	７月２８日
	今日の給食(味噌ラーメン)
	３４８
	１８


2 当年度も、旭川大学（保健福祉学部・短期大学部）の非常勤講師として北村理事長を派遣し、地域の人材育成に貢献しました。
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